
　

笹
目
ヶ
谷
の
中
ほ
ど
に
星

　

笹
目
ヶ
谷
の
中
ほ
ど
に
星

野
天
知
の
山
荘
（
暗
光
庵
）

野
天
知
の
山
荘
（
暗
光
庵
）

が
あ
っ
た
。
天
知
は
マ
ル
チ

が
あ
っ
た
。
天
知
は
マ
ル
チ

な
才
能
を
も
っ
た
人
物
で
あ

な
才
能
を
も
っ
た
人
物
で
あ

っ
た
。
日
本
橋
に
在
っ
た
実

っ
た
。
日
本
橋
に
在
っ
た
実

家
の
砂
糖
商
は
弟
に
譲
り
、

家
の
砂
糖
商
は
弟
に
譲
り
、

明
治
女
学
校
に
務
め
る
教
育

明
治
女
学
校
に
務
め
る
教
育

者
、『
女
学
雑
誌
』
の
ち
『
文

者
、『
女
学
雑
誌
』
の
ち
『
文

學
界
』
の
編
集
人
、
柳
生
心

學
界
』
の
編
集
人
、
柳
生
心

眼
流
の
宗
家
、書
家
、山
林
経

眼
流
の
宗
家
、書
家
、山
林
経

営
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

営
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

　

母
が
雪
ノ
下
の
本
陣
大
石

　

母
が
雪
ノ
下
の
本
陣
大
石

家
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
か

家
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
大
石
家
内
に
鎌
倉
の
別

ら
、
大
石
家
内
に
鎌
倉
の
別

宅
を
所
有
し
て
い
た
。
明
治

宅
を
所
有
し
て
い
た
。
明
治

2626
年
８
月
、
笹
目
の
谷
戸
の

年
８
月
、
笹
目
の
谷
戸
の

奥
に
山
荘
を
つ
く
り
そ
こ
へ

奥
に
山
荘
を
つ
く
り
そ
こ
へ

住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
鎌
倉

住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
鎌
倉

が
よ
う
や
く
別
荘
地
と
し
て

が
よ
う
や
く
別
荘
地
と
し
て

ひ
ら
け
て
き
た
頃
で
、
谷
戸

ひ
ら
け
て
き
た
頃
で
、
谷
戸

の
入
り
口
近
く
に
島
津
家
の

の
入
り
口
近
く
に
島
津
家
の

別
荘
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

別
荘
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

　

天
知
の
山
荘
に
は
多
く
の

　

天
知
の
山
荘
に
は
多
く
の

歴
史
上
の
人
物
が
訪
れ
て
い

歴
史
上
の
人
物
が
訪
れ
て
い

る
。
明
治
女
学
校
の
生
徒
で

る
。
明
治
女
学
校
の
生
徒
で

あ
っ
た
星
良
子
（
相
馬
黒

あ
っ
た
星
良
子
（
相
馬
黒

光
）
、『
文
學
界
』
の
北
村
透

光
）
、『
文
學
界
』
の
北
村
透

谷
・
島
崎
藤
村
、
鎌
倉
在
住

谷
・
島
崎
藤
村
、
鎌
倉
在
住

の
海
江
田
信
義
、
津
田
仙
、

の
海
江
田
信
義
、
津
田
仙
、

九
鬼
隆
一
ほ
か
、
柳
田
国
男

九
鬼
隆
一
ほ
か
、
柳
田
国
男

や
高
橋
是
清
な
ど
で
あ
る
。

や
高
橋
是
清
な
ど
で
あ
る
。

　

天
知
の
自
伝
『
黙
歩
七
十

　

天
知
の
自
伝
『
黙
歩
七
十

年
』
の
中
に
は
明
治
史
に
名

年
』
の
中
に
は
明
治
史
に
名

を
残
し
た
多
く
の
人
物
の
名

を
残
し
た
多
く
の
人
物
の
名

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て

い
る
。
鎌
倉
女
学
院
の

い
る
。
鎌
倉
女
学
院
の

初
代
教
頭
は
天
知
で
あ

初
代
教
頭
は
天
知
で
あ

っ
た
。

っ
た
。

　

高
浜
虚
子
の
二
女
、

　

高
浜
虚
子
の
二
女
、

立
子
は
天
知
の
息
子
吉

立
子
は
天
知
の
息
子
吉

人
へ
嫁
ぎ
笹
目
ヶ
谷
に

人
へ
嫁
ぎ
笹
目
ヶ
谷
に

住
む
。
立
子
の
住
居
と

住
む
。
立
子
の
住
居
と

な
っ
て
か
ら
こ
こ
で
た

な
っ
て
か
ら
こ
こ
で
た

び
た
び
句
会
が
開
か
れ

び
た
び
句
会
が
開
か
れ

た
。
た
。

　

木
犀
や
明
治
の
文
化
こ
の

　

木
犀
や
明
治
の
文
化
こ
の

谷
戸
に　

谷
戸
に　

　

昭
和

　

昭
和
1818
年
1010
月
1212
日
、
鎌

日
、
鎌

倉
笹
目
・
星
野
宅
、
二
百
二

倉
笹
目
・
星
野
宅
、
二
百
二

十
日
会
に
て
。

十
日
会
に
て
。

　

天
知
の
山
荘
は
平
成

　

天
知
の
山
荘
は
平
成
1010
年

頃
失
わ
れ
、
跡
地
は
数
軒
の

頃
失
わ
れ
、
跡
地
は
数
軒
の

住
宅
に
分
譲
さ
れ
た
。
記
憶

住
宅
に
分
譲
さ
れ
た
。
記
憶

を
と
ど
め
る
も
の
は
虚
子
の

を
と
ど
め
る
も
の
は
虚
子
の

俳
句
の
み
で
あ
る
。
平
成

俳
句
の
み
で
あ
る
。
平
成
2323

年
、
そ
の
一
画
に
「
文
學
界

年
、
そ
の
一
画
に
「
文
學
界

　

星
野
天
知　

星
野
立
子
の

　

星
野
天
知　

星
野
立
子
の

顕
彰
碑
」
が
建
て
ら
れ
た

顕
彰
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
＝

写
真
写
真
。
碑
文
に
は
次
の
よ
う

。
碑
文
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

「
こ
こ
笹
目
は
、
明
治
の

　

「
こ
こ
笹
目
は
、
明
治
の

教
育
・
文
学
に
寄
与
し
た
星

教
育
・
文
学
に
寄
与
し
た
星

野
天
知
と
そ
の
息
子
。
星
野

野
天
知
と
そ
の
息
子
。
星
野

吉
人
に
嫁
い
た
女
流
俳
人
星

吉
人
に
嫁
い
た
女
流
俳
人
星

野
立
子
が
住
ん
だ
場
所
で
あ

野
立
子
が
住
ん
だ
場
所
で
あ

る
。
星
野
天
知
は
、
明
治
女

る
。
星
野
天
知
は
、
明
治
女

学
校
で
教
鞭
を
と
り
つ
つ
女

学
校
で
教
鞭
を
と
り
つ
つ
女

性
文
学
誌「
女
学
生
」誌
の
主

性
文
学
誌「
女
学
生
」誌
の
主

筆
と
な
り
、
後
に「
文
學
界
」

筆
と
な
り
、
後
に「
文
學
界
」

編
集
人
と
し
て
北
村
透
谷　

編
集
人
と
し
て
北
村
透
谷　

島
崎
藤
村　

樋
口
一
葉
な
ど

島
崎
藤
村　

樋
口
一
葉
な
ど

明
治
の
文
壇
を
飾
る
作
家
た

明
治
の
文
壇
を
飾
る
作
家
た

ち
を
支
え
た
。（
後
略
）
」

ち
を
支
え
た
。（
後
略
）
」

　

各
地
に
無
く
も
が
な
の
石

　

各
地
に
無
く
も
が
な
の
石

碑
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の

碑
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の

石
碑
は
鎌
倉
と
『
文
學
界
』

石
碑
は
鎌
倉
と
『
文
學
界
』

の
作
家
た
ち
の
関
わ
り
を
示

の
作
家
た
ち
の
関
わ
り
を
示

す
原
点
で
、
明
治
の
記
憶
を

す
原
点
で
、
明
治
の
記
憶
を

留
め
る
場
所
で
あ
る
。
鎌
倉

留
め
る
場
所
で
あ
る
。
鎌
倉

に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

に
と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
大
切
な
記
念
碑
で
あ
る
。

い
大
切
な
記
念
碑
で
あ
る
。

　

「
寺
子
屋
大
学
」
と
も
呼

　

「
寺
子
屋
大
学
」
と
も
呼

ば
れ
た
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の

ば
れ
た
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
の

創
立
創
立
7070
周
年
記
念
祭
（
鎌
倉

周
年
記
念
祭
（
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
創
立

ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
7070
周
年
記

周
年
記

念
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が

念
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が

６
月
４
日
、
校
舎
が
あ
っ
た

６
月
４
日
、
校
舎
が
あ
っ
た

材
木
座
の
光
明
寺
で
行
わ
れ

材
木
座
の
光
明
寺
で
行
わ
れ

る
。
第
一
期
生
で
実
行
委
員

る
。
第
一
期
生
で
実
行
委
員

の
一
員
。
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

の
一
員
。
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
を
伝
え
る
会
」
の
会
員
で

ア
を
伝
え
る
会
」
の
会
員
で

も
あ
り
、
長
年
ア
カ
デ
ミ
ア

も
あ
り
、
長
年
ア
カ
デ
ミ
ア

の
資
料
整
理
・
収
集
に
当
た

の
資
料
整
理
・
収
集
に
当
た

っ
て
き
た
。

っ
て
き
た
。

　

１
９
２
８
年
、
現
在
の
京

　

１
９
２
８
年
、
現
在
の
京

都
府
・
舞
鶴
で
海
軍
軍
人
の

都
府
・
舞
鶴
で
海
軍
軍
人
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
4242

年
４
月
、
旧
制
川
崎
市
立
橘

年
４
月
、
旧
制
川
崎
市
立
橘

中
学
に
入
学
。卒
業
時
、進
学

中
学
に
入
学
。卒
業
時
、進
学

先
に
迷
っ
た
折
、
担
任
か
ら

先
に
迷
っ
た
折
、
担
任
か
ら

「
鎌
倉
大
学
校
入
学
案
内
」を

「
鎌
倉
大
学
校
入
学
案
内
」を

手
渡
さ
れ
、勧
め
ら
れ
た
。

手
渡
さ
れ
、勧
め
ら
れ
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ア
は
終
戦
翌
年

　

ア
カ
デ
ミ
ア
は
終
戦
翌
年

の
4646
年
５
月
、
鎌
倉
文
化
会

年
５
月
、
鎌
倉
文
化
会

が
母
体
と
な
っ
て
光
明
寺
を

が
母
体
と
な
っ
て
光
明
寺
を

仮
校
舎
と
し
て
開
校
。
当
時

仮
校
舎
と
し
て
開
校
。
当
時

は
「
鎌
倉
大
学
校
」
と
呼
ば

は
「
鎌
倉
大
学
校
」
と
呼
ば

れ
、
「
文
学
科
」
「
産
業

れ
、
「
文
学
科
」
「
産
業

科
」
「
演
劇
科
」
の
３
科
で

科
」
「
演
劇
科
」
の
３
科
で

ス
タ
ー
ト
。
産
業
科
一
期
生

ス
タ
ー
ト
。
産
業
科
一
期
生

と
し
て
入
学
。
三
上
次
男
教

と
し
て
入
学
。
三
上
次
男
教

授
の
「
考
古
学
研
究
会
」
に

授
の
「
考
古
学
研
究
会
」
に

興
味
を
持
ち
入
部
。
稲
村
ケ

興
味
を
持
ち
入
部
。
稲
村
ケ

崎
、
姥
ケ
谷
古
墳
群
発
掘
調

崎
、
姥
ケ
谷
古
墳
群
発
掘
調

査
に
参
加
す
る
。

査
に
参
加
す
る
。

　

２
年
後
に
校
舎
が
横
浜
市

　

２
年
後
に
校
舎
が
横
浜
市

戸
塚
区
小
菅
ヶ
谷
の
海
軍
燃

戸
塚
区
小
菅
ヶ
谷
の
海
軍
燃

料
厰
跡
（
現
、
栄
区
）
に
移

料
厰
跡
（
現
、
栄
区
）
に
移

っ
た
。
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

っ
た
。
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
」
と
改
称
さ
れ
、
「
映
画

ア
」
と
改
称
さ
れ
、
「
映
画

科
」
が
創
設
さ
れ
た
。
移
転

科
」
が
創
設
さ
れ
た
。
移
転

を
機
に
文
学
科
に
転
科
。
三

を
機
に
文
学
科
に
転
科
。
三

上
教
授
の
授
業
の
ほ
か
、
平

上
教
授
の
授
業
の
ほ
か
、
平

野
謙
、
片
岡
良
一
教
授
の
授

野
謙
、
片
岡
良
一
教
授
の
授

業
は
欠
か
さ
ず
受
講
。
ア
カ

業
は
欠
か
さ
ず
受
講
。
ア
カ

デ
ミ
ア
は

デ
ミ
ア
は
5050
年
９
月
、
財
政

年
９
月
、
財
政

難
の
た
め
４
年
半
で
そ
の
歴

難
の
た
め
４
年
半
で
そ
の
歴

史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。

史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。

　

同
年
３
月
に
卒
業
、
翌
年

　

同
年
３
月
に
卒
業
、
翌
年

川
崎
市
役
所
に
就
職
。
税
務

川
崎
市
役
所
に
就
職
。
税
務

課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
定

課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
定

年
退
職
す
る
ま
で
の

年
退
職
す
る
ま
で
の
3838
年
間
年
間

税
務
畑
一
筋
を
歩
む
。
役
所

税
務
畑
一
筋
を
歩
む
。
役
所

時
代
を
通
じ
、
三
上
教
授
が

時
代
を
通
じ
、
三
上
教
授
が

北
鎌
倉
の
自
宅
を
開
放
し
た

北
鎌
倉
の
自
宅
を
開
放
し
た

私
塾
「
白
水
会
」
に
も
呼
ば

私
塾
「
白
水
会
」
に
も
呼
ば

れ
陶
器
や
歴
史
を
学
ぶ
。

れ
陶
器
や
歴
史
を
学
ぶ
。

「
先
生
は
誰
に
も
真
正
面
か

「
先
生
は
誰
に
も
真
正
面
か

ら
接
し
慈
し
ま
れ
た
」
。

ら
接
し
慈
し
ま
れ
た
」
。

　

三
上
教
授
が

　

三
上
教
授
が
8787
年
に
死
去

年
に
死
去

す
る
と
、
そ
の
膨
大
な
蔵
書

す
る
と
、
そ
の
膨
大
な
蔵
書

や
資
料
整
理
に
従
事
、
遺
言

や
資
料
整
理
に
従
事
、
遺
言

に
よ
り
出
光
美
術
館
に
寄
贈

に
よ
り
出
光
美
術
館
に
寄
贈

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
市

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
に
寄
せ
ら
れ
た

中
央
図
書
館
に
寄
せ
ら
れ
た

ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
の
資
料
整

ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
の
資
料
整

理
・
収
集
に
取
り
組
む
。
２

理
・
収
集
に
取
り
組
む
。
２

０
０
６
年
に
は
「
鎌
倉
ア
カ

０
０
６
年
に
は
「
鎌
倉
ア
カ

デ
ミ
ア
落
穂
集
」
を
編
集
、

デ
ミ
ア
落
穂
集
」
を
編
集
、

発
行
し
た
。　

発
行
し
た
。　

　

記
念
祭
で
は
講
演
会
や
座

　

記
念
祭
で
は
講
演
会
や
座

談
会
、
展
示
会
な
ど
多
彩
な

談
会
、
展
示
会
な
ど
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
る
。自
ら
は
、

催
し
が
行
わ
れ
る
。自
ら
は
、

三
上
教
授
と
白
水
会
の
エ
ピ

三
上
教
授
と
白
水
会
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
中
心
に
語
る
。「
ア

ソ
ー
ド
を
中
心
に
語
る
。「
ア

カ
デ
ミ
ア
、
三
上
先
生
と
の

カ
デ
ミ
ア
、
三
上
先
生
と
の

出
会
い
が
自
分
の
人
生
を
支

出
会
い
が
自
分
の
人
生
を
支

え
て
く
れ
た
」。資
料
整
理
も

え
て
く
れ
た
」。資
料
整
理
も

ほ
ぼ
終
わ
り
、
一
区
切
り
つ

ほ
ぼ
終
わ
り
、
一
区
切
り
つ

い
た
と
こ
ろ
。
三
上
教
授
か

い
た
と
こ
ろ
。
三
上
教
授
か

ら
学
ん
だ
中
国
の
書
家
・

ら
学
ん
だ
中
国
の
書
家
・
董と

う
と
う

琪き

昌し
ょ
う

し
ょ
う

の「
足
老
」（
悔
い
を
覚

の「
足
老
」（
悔
い
を
覚

え
な
い
老
境
を
過
ご
す
）」の

え
な
い
老
境
を
過
ご
す
）」の

言
葉
が
常
に
頭
を
よ
ぎ
る
。

言
葉
が
常
に
頭
を
よ
ぎ
る
。

「
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
に
収

「
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
に
収

め
ら
れ
た
資
料
が
、
今
後
ど

め
ら
れ
た
資
料
が
、
今
後
ど

う
活
か
さ
れ
る
の
か
を
見
届

う
活
か
さ
れ
る
の
か
を
見
届

け
た
い
」。最
近
の
心
境
で
あ

け
た
い
」。最
近
の
心
境
で
あ

る
。葉
山
町
で
妻
と
暮
ら
す
。

る
。葉
山
町
で
妻
と
暮
ら
す
。

8787
歳
。
歳
。 

文
・
写
真　

浅
田
勁

文
・
写
真　

浅
田
勁

　

日
本
人
に
お
け
る
視
覚
障

　

日
本
人
に
お
け
る
視
覚
障

害
原
因
及
び
中
途
失
明
原
因

害
原
因
及
び
中
途
失
明
原
因

の
第
一
位
は
緑
内
障
で
す
。

の
第
一
位
は
緑
内
障
で
す
。

ま
た
、
日
本
の
疫
学
調
査
に

ま
た
、
日
本
の
疫
学
調
査
に

よ
る
と
、

よ
る
と
、
4040
歳
以
上
の

歳
以
上
の
2020
人

に
１
人
は
緑
内
障
で
、
な
ん

に
１
人
は
緑
内
障
で
、
な
ん

と
約
８
割
の
方
は
、
自
分
が

と
約
８
割
の
方
は
、
自
分
が

緑
内
障
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

緑
内
障
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

眼
球
の
中
に
は
房
水
と
い

　

眼
球
の
中
に
は
房
水
と
い

う
水
が
あ
り
、
外
向
き
に
水

う
水
が
あ
り
、
外
向
き
に
水

圧
（
眼
圧
）
が
か
か
っ
て
い

圧
（
眼
圧
）
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
緑
内
障
で
は
、
眼
圧

ま
す
。
緑
内
障
で
は
、
眼
圧

が
視
神
経
を
圧
迫
障
害
し
視

が
視
神
経
を
圧
迫
障
害
し
視

野
が
欠
け
ま
す
が
、
そ
の
速

野
が
欠
け
ま
す
が
、
そ
の
速

度
は
遅
く
気
づ
い
た
と
き
に

度
は
遅
く
気
づ
い
た
と
き
に

は
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る

は
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

通
常
は
両
眼
で
み
て
い
る

　

通
常
は
両
眼
で
み
て
い
る

の
で
、
一
方
に
視
野
欠
損
が

の
で
、
一
方
に
視
野
欠
損
が

拡
が
っ
て
も
、
も
う
片
方
の

拡
が
っ
て
も
、
も
う
片
方
の

眼
で
カ
バ
ー
し
て
し
ま
う
の

眼
で
カ
バ
ー
し
て
し
ま
う
の

で
気
づ
き
に
く
い
で
す
。
緑

で
気
づ
き
に
く
い
で
す
。
緑

内
障
で
一
度
欠
け
た
視
野
は

内
障
で
一
度
欠
け
た
視
野
は

二
度
と
戻
り
ま
せ
ん
。
そ
の

二
度
と
戻
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治

た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
事
で
す
。

療
が
大
事
で
す
。

　

緑
内
障
の
治
療
は
、
点
眼

　

緑
内
障
の
治
療
は
、
点
眼

薬
に
よ
る
治
療
が
主
で
す
。

薬
に
よ
る
治
療
が
主
で
す
。

毎
日
忘
れ
ず
に
点
眼
す
る
こ

毎
日
忘
れ
ず
に
点
眼
す
る
こ

と
で
、
眼
圧
が
低
く
安
定
し

と
で
、
眼
圧
が
低
く
安
定
し

視
野
欠
損
の
進
行
を
抑
え
ら

視
野
欠
損
の
進
行
を
抑
え
ら

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

　

4040
歳
以
上
で
、
眼
科
に
て

歳
以
上
で
、
眼
科
に
て

緑
内
障
検
診
を
一
度
も
受
け

緑
内
障
検
診
を
一
度
も
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

近
隣
の
眼
科
を
受
診
す
る
こ

近
隣
の
眼
科
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

福
田
眼
科

福
田
眼
科　

〒
２
４
７
―
０
０
７
２　

〒
２
４
７
―
０
０
７
２　

鎌
倉
市
岡
本
２
―
１
―

鎌
倉
市
岡
本
２
―
１
―
1010

（
プ
ロ
シ
ー
ド
ビ
ル
２
Ｆ
）

（
プ
ロ
シ
ー
ド
ビ
ル
２
Ｆ
）

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
3838
・
８
６
０
３

・
８
６
０
３

　

柔
ら
か
な
陽
光
の
も
と
、
薫

　

柔
ら
か
な
陽
光
の
も
と
、
薫

風
に
乗
っ
て
、
声
が
漏
れ
聞
こ

風
に
乗
っ
て
、
声
が
漏
れ
聞
こ

え
て
く
る
。

え
て
く
る
。

　

 

「
あ
・
え
・
い
・
う
・
え
・

「
あ
・
え
・
い
・
う
・
え
・

お
・
あ
・
お
！
！
」
。

お
・
あ
・
お
！
！
」
。

　

子
ど
も
・
保
護
者
・
大
学

　

子
ど
も
・
保
護
者
・
大
学

生
が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
発

生
が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
発

声
練
習
か
ら
「
み
ん
な
で
朗

声
練
習
か
ら
「
み
ん
な
で
朗

読
」
は
始
ま
る
。
円
覚
寺
で

読
」
は
始
ま
る
。
円
覚
寺
で

毎
月
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た

毎
月
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た

光
景
だ
。
２
０
０
６
年
に
始

光
景
だ
。
２
０
０
６
年
に
始

ま
っ
た
「
み
ん
な
で
朗
読
」

ま
っ
た
「
み
ん
な
で
朗
読
」

は
、
今
年
で

は
、
今
年
で
1010
周
年
を
迎
え

周
年
を
迎
え

た
。
そ
こ
で
５
月
８
日
に
記

た
。
そ
こ
で
５
月
８
日
に
記

念
の
「
特
別
朗
読
会
」
が
実

念
の
「
特
別
朗
読
会
」
が
実

施
さ
れ
た

施
さ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
臨

　

ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
臨

済
宗
円
覚
寺
派
管
長
・
横
田

済
宗
円
覚
寺
派
管
長
・
横
田

南
嶺
老
師
に
特
別
法
話
を
い
た

南
嶺
老
師
に
特
別
法
話
を
い
た

だ
い
た
こ
と
だ
。
老
師
は
坂
村

だ
い
た
こ
と
だ
。
老
師
は
坂
村

真
民
さ
ん
の
詩
の
朗
読
を
交
え

真
民
さ
ん
の
詩
の
朗
読
を
交
え

て
、
「
念
ず
れ
ば　

花
ひ
ら

て
、
「
念
ず
れ
ば　

花
ひ
ら

く
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ

く
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ

　

一
年
３
６
５
日
、
毎
年
同
じ

　

一
年
３
６
５
日
、
毎
年
同
じ

よ
う
に
季
節
は
巡
り
月
日
は
流

よ
う
に
季
節
は
巡
り
月
日
は
流

れ
て
い
き
ま
す
。
６
月
は
一
年

れ
て
い
き
ま
す
。
６
月
は
一
年

前
半
の
締
め
く
く
り
。
夢
中
で

前
半
の
締
め
く
く
り
。
夢
中
で

歩
い
た
半
年
を
振
り
返
る
月
で

歩
い
た
半
年
を
振
り
返
る
月
で

も
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

も
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
ね

　

「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
ね

…
」
「
年
々
、
月
日
の
流
れ
が

…
」
「
年
々
、
月
日
の
流
れ
が

速
く
感
じ
る
ね
…
」
そ
ん
な
会

速
く
感
じ
る
ね
…
」
そ
ん
な
会

話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
今
一
度

話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
今
一
度

足
元
を
確
か
め
て
み
た
く
な
り

足
元
を
確
か
め
て
み
た
く
な
り

ま
せ
ん
か
？
同
じ
よ
う
に
過
ぎ

ま
せ
ん
か
？
同
じ
よ
う
に
過
ぎ

て
い
く
毎
日
で
も
、
降
り
か
か

て
い
く
毎
日
で
も
、
降
り
か
か

る
困
難
は
様
々
。
思
い
も
よ
ら

る
困
難
は
様
々
。
思
い
も
よ
ら

な
い
出
来
事
に
巻
き
込
ま
れ
た

な
い
出
来
事
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
、
家
族
が
病
気
に
な
っ
た
り

り
、
家
族
が
病
気
に
な
っ
た
り

と
、
予
期
せ
ぬ
困
難
ほ
ど
心
が

と
、
予
期
せ
ぬ
困
難
ほ
ど
心
が

折
れ
そ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

折
れ
そ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

　

先
日
あ
る
雑
誌
の
中
で
見
つ

　

先
日
あ
る
雑
誌
の
中
で
見
つ

け
た
素
敵
な
言
葉
を
ご
紹
介
し

け
た
素
敵
な
言
葉
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

　
『
生
き
る
こ
と
は
一
筋
縄
で

　
『
生
き
る
こ
と
は
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
。
予
期
せ
ぬ
こ
と

は
い
か
な
い
。
予
期
せ
ぬ
こ
と

も
起
こ
る
。
く
じ
け
そ
う
に
な

も
起
こ
る
。
く
じ
け
そ
う
に
な

っ
て
、
強
い
意
志
が
必
要
に
な

っ
て
、
強
い
意
志
が
必
要
に
な

る
時
だ
っ
て
あ
る
。そ
ん
な
時
、

る
時
だ
っ
て
あ
る
。そ
ん
な
時
、

【
大
切
な
も
の
を
手
放
さ
な
い

【
大
切
な
も
の
を
手
放
さ
な
い

で
い
よ
う
。
そ
れ
は
い
つ
か
き

で
い
よ
う
。
そ
れ
は
い
つ
か
き

っ
と
、私
の
魔
法
に
な
る
】と
口

っ
と
、私
の
魔
法
に
な
る
】と
口

に
し
て
み
る
と
、よ
し
っ
、と
新

に
し
て
み
る
と
、よ
し
っ
、と
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ

る
』。こ
の
言
葉
を
何
度
も
何
度

る
』。こ
の
言
葉
を
何
度
も
何
度

も
か
み
し
め
て
い
る
と
、
不
思

も
か
み
し
め
て
い
る
と
、
不
思

議
と
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。
言

議
と
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。
言

葉
が
護
符
と
な
っ
て
私
を
守
っ

葉
が
護
符
と
な
っ
て
私
を
守
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
で
は
、

　

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
で
は
、

毎
週
火
曜
日
に
「
経
営
者
モ
ー

毎
週
火
曜
日
に
「
経
営
者
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
澄
み
き
っ
た
心
を

て
い
ま
す
。
澄
み
き
っ
た
心
を

持
ち
続
け
る
た
め
、
実
行
す
れ

持
ち
続
け
る
た
め
、
実
行
す
れ

ば
誰
で
も
す
な
お
に
幸
せ
に
な

ば
誰
で
も
す
な
お
に
幸
せ
に
な

れ
る
日
常
生
活
の
標
語
（

れ
る
日
常
生
活
の
標
語
（
1717
箇

条
）
を
学
ん
で
い
ま
す
。
素
晴

条
）
を
学
ん
で
い
ま
す
。
素
晴

ら
し
い
言
葉
の
力
を
感
じ
て
い

ら
し
い
言
葉
の
力
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ね
。
参
加
無
料
。

さ
い
ね
。
参
加
無
料
。

　

◆
第
３
回
東
日
本
支
援
チ
ャ

◆
第
３
回
東
日
本
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
あ
の
日

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
あ
の
日

を
忘
れ
な
い
。
被
災
地
に
心
を

を
忘
れ
な
い
。
被
災
地
に
心
を

寄
せ
る
感
動
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

寄
せ
る
感
動
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
今
年
も
開
催
！

を
今
年
も
開
催
！

　

６
月

　

６
月
1111
日
（
土
）

日
（
土
） 

1313
時
開
時
開

場
、
場
、
1313
時
半
開
演
、
鎌
倉
女
子

時
半
開
演
、
鎌
倉
女
子

大
学
二
階
堂
学
舎
。

大
学
二
階
堂
学
舎
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
界
の

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
界
の

女
王
・
香
坂
優
を
迎
え
て
の
コ

女
王
・
香
坂
優
を
迎
え
て
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
見
ご
た
え

ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
見
ご
た
え

聴
き
ご
た
え
盛
り
沢
山
の
内
容

聴
き
ご
た
え
盛
り
沢
山
の
内
容

で
す
。
奇
跡
の
一
本
松
ヴ
ァ
イ

で
す
。
奇
跡
の
一
本
松
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
演
奏（
皆
川
真
里
奈
）

オ
リ
ン
の
演
奏（
皆
川
真
里
奈
）

も
お
楽
し
み
下
さ
い
！

も
お
楽
し
み
下
さ
い
！

　

２
８
０
０
円
、
前
売
２
５
０

　

２
８
０
０
円
、
前
売
２
５
０

０
円
、
中
学
生
以
下
千
円
。

０
円
、
中
学
生
以
下
千
円
。

　

お
申
込
み
・
問
合
せ
☎
０
４

　

お
申
込
み
・
問
合
せ
☎
０
４

６
７
・

６
７
・
2222
・
８
５
３
７
（
ガ
ソ

・
８
５
３
７
（
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
マ
ツ
ヤ
）

リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
マ
ツ
ヤ
）

　

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
事
務
局

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
事
務
局

☎
０
４
５
・
３
１
９
・
４
５
５
１

☎
０
４
５
・
３
１
９
・
４
５
５
１

℻  ℻  
０
４
５
・
３
１
９
・
４
５
５
３

０
４
５
・
３
１
９
・
４
５
５
３

た
。
こ
の
言
葉
に
は
、
若
く
し

た
。
こ
の
言
葉
に
は
、
若
く
し

て
夫
を
亡
く
し
た
真
民
さ
ん
の

て
夫
を
亡
く
し
た
真
民
さ
ん
の

お
母
様
の
、
「
５
人
の
幼
い
子

お
母
様
の
、
「
５
人
の
幼
い
子

ど
も
た
ち
を
、
何
と
し
て
も
育

ど
も
た
ち
を
、
何
と
し
て
も
育

て
て
い
く
」
と
い
う
、
強
い
想

て
て
い
く
」
と
い
う
、
強
い
想

い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
い

い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
強
い
想
い
を
持
ち
、
「
本

う
。
強
い
想
い
を
持
ち
、
「
本

気
」
で
取
り
組
み
続
け
れ
ば
、

気
」
で
取
り
組
み
続
け
れ
ば
、

自
然
と
大
輪
を
咲
か
せ
ら
れ
る

自
然
と
大
輪
を
咲
か
せ
ら
れ
る

こ
と
を
説
か
れ
た
。

こ
と
を
説
か
れ
た
。

　

講
師
の
幸
田
弘
子
・
中
里
貴

　

講
師
の
幸
田
弘
子
・
中
里
貴

子
両
先
生
の
本
物
の
朗
読
の
披

子
両
先
生
の
本
物
の
朗
読
の
披

露
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、

露
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、

活
動
に
参
加
さ
れ
て
き
た
皆

活
動
に
参
加
さ
れ
て
き
た
皆

さ
ん
に
朗
読
を
発
表
し
て
も

さ
ん
に
朗
読
を
発
表
し
て
も

ら
っ
た
。
参
加
者
の
朗
読
に
も

ら
っ
た
。
参
加
者
の
朗
読
に
も

た
く
さ
ん
の
「
本
気
」
が
き
ら

た
く
さ
ん
の
「
本
気
」
が
き
ら

き
ら
と
溢
れ
て
い
た
。
中
で
も

き
ら
と
溢
れ
て
い
た
。
中
で
も

小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
と
な

小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
と
な

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
多
く

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
多
く

の
聴
衆
の
前
で
堂
々
と
発
表
し

の
聴
衆
の
前
で
堂
々
と
発
表
し

て
い
た
姿
が
印
象
深
い
。
初
参

て
い
た
姿
が
印
象
深
い
。
初
参

加
の
際
、
自
己
紹
介
す
ら
で
き

加
の
際
、
自
己
紹
介
す
ら
で
き

ず
、
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子
も

ず
、
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子
も

い
た
。
改
め
て
振
り
返
れ
ば
、

い
た
。
改
め
て
振
り
返
れ
ば
、

1010
年
と
い
う
月
日
は
、
朗
読
に

年
と
い
う
月
日
は
、
朗
読
に

「
本
気
」
で
取
り
組
み
続
け
て

「
本
気
」
で
取
り
組
み
続
け
て

き
た
、
積
み
重
ね
そ
の
も
の
の

き
た
、
積
み
重
ね
そ
の
も
の
の

よ
う
に
思
う
。

よ
う
に
思
う
。

　

「
本
気
」
は
、
鎌
倉
て
ら
こ

　

「
本
気
」
は
、
鎌
倉
て
ら
こ

や
活
動
当
初
か
ら
、
最
も
大
切

や
活
動
当
初
か
ら
、
最
も
大
切

に
し
て
き
た
大
切
な
テ
ー
マ
で

に
し
て
き
た
大
切
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
「
み
ん
な
で
朗
読
」

あ
る
。
「
み
ん
な
で
朗
読
」

を
、
を
、
1010
年
に
渡
り
続
け
て
こ
ら

年
に
渡
り
続
け
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
関
わ
っ
て
き
た
皆

れ
た
の
も
、
関
わ
っ
て
き
た
皆

様
の
「
本
気
」
を
頂
戴
し
て
き

様
の
「
本
気
」
を
頂
戴
し
て
き

た
か
ら
だ
。
そ
の
有
り
難
さ
に

た
か
ら
だ
。
そ
の
有
り
難
さ
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

よ
り
大
き
な
花
を
ひ
ら
か
せ
て

よ
り
大
き
な
花
を
ひ
ら
か
せ
て

い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
、
朗

い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
、
朗

読
に
「
本
気
」
で
向
き
合
い
続

読
に
「
本
気
」
で
向
き
合
い
続

け
て
い
き
た
い
。

け
て
い
き
た
い
。

　

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

（
平
日

（
平
日
1313
〜
1717
時
）
時
）

h
ttp
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/
k
a
m
a
k
u
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-

h
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/
k
a
m
a
k
u
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-

terakoya.net/
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鎌
倉
市
坂
ノ
下
在
住
の
向

　

鎌
倉
市
坂
ノ
下
在
住
の
向

田
智
也
さ
ん
の
絵
本
『
畑
の

田
智
也
さ
ん
の
絵
本
『
畑
の

一
年
』
が
発
行
さ
れ
た
。
里

一
年
』
が
発
行
さ
れ
た
。
里

山
の
一
年
を
テ
ー
マ
に
し
た

山
の
一
年
を
テ
ー
マ
に
し
た

『
田
ん
ぼ
の
一
年
』、『
雑
木
林

『
田
ん
ぼ
の
一
年
』、『
雑
木
林

の
一
年
』に
続
く
、第
３
弾

の
一
年
』に
続
く
、第
３
弾

で
、今
回
の
テ
ー
マ
は「
畑
」。

で
、今
回
の
テ
ー
マ
は「
畑
」。

　

絵
本
と
生
き
物
図
鑑
、
畑

　

絵
本
と
生
き
物
図
鑑
、
畑

の
雑
学
事
典
で
構
成
し
、
畑

の
雑
学
事
典
で
構
成
し
、
畑

で
の
一
年
を
通
し
て
作
物
や

で
の
一
年
を
通
し
て
作
物
や

植
物
の
成
長
、
生
き
物
を
紹

植
物
の
成
長
、
生
き
物
を
紹

介
し
、
人
の
文
化
や
生
活
と

介
し
、
人
の
文
化
や
生
活
と

共
存
す
る
身
近
な
自
然
を
表

共
存
す
る
身
近
な
自
然
を
表

現
し
て
い
る
。

現
し
て
い
る
。

　

著
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鎌

　

著
者
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
鎌

倉
広
町
の
森
市
民
の
会
」
理

倉
広
町
の
森
市
民
の
会
」
理

事
。
同
団
体
が
保
全
活
動
し

事
。
同
団
体
が
保
全
活
動
し

て
い
る
鎌
倉
広
町
緑
地
で
里

て
い
る
鎌
倉
広
町
緑
地
で
里

山
の
復
元
活
動
に
参
加
し
て

山
の
復
元
活
動
に
参
加
し
て

い
る
。

い
る
。

　

１
５
１
２
円
、
小
学
館
刊

　

１
５
１
２
円
、
小
学
館
刊

☎
0303
・
３
２
３
０
・
５
４
５
１

・
３
２
３
０
・
５
４
５
１

　

始
め
に
、
朗
読
を
す
る
と

　

始
め
に
、
朗
読
を
す
る
と

き
の「
声
」の
果
た
す
役
割
や

き
の「
声
」の
果
た
す
役
割
や

発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、「
読

発
声
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、「
読

む
」と
い
う
こ
と
の
意
味
、朗

む
」と
い
う
こ
と
の
意
味
、朗

読
を「
聞
く
」と
な
ぜ
気
持
ち

読
を「
聞
く
」と
な
ぜ
気
持
ち

が
い
い
の
か
を
考
察
す
る
。

が
い
い
の
か
を
考
察
す
る
。

　

さ
ら
に
、
声
の
芸
能
の
系

　

さ
ら
に
、
声
の
芸
能
の
系

譜
を
た
ど
り
、朗
読
の
誕
生
、

譜
を
た
ど
り
、朗
読
の
誕
生
、

教
育
と
の
関
連
を
述
べ
、
脳

教
育
と
の
関
連
を
述
べ
、
脳

科
学
や
教
育
心
理
学
の
領
域

科
学
や
教
育
心
理
学
の
領
域

で
の
実
験
結
果
を
も
と
に
、

で
の
実
験
結
果
を
も
と
に
、

朗
読
の
効
用
を
提
示
す
る
。

朗
読
の
効
用
を
提
示
す
る
。

　

著
者
は
小
学
生
の
頃
、
ラ

　

著
者
は
小
学
生
の
頃
、
ラ

ジ
オ
番
組
で
詩
の
朗
読
を
聞

ジ
オ
番
組
で
詩
の
朗
読
を
聞

い
て
、
声
の
素
晴
ら
し
さ
、

い
て
、
声
の
素
晴
ら
し
さ
、

読
む
こ
と
へ
の
関
心
が
芽
生

読
む
こ
と
へ
の
関
心
が
芽
生

え
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ

え
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
朗
読
に
つ
い

た
。
そ
の
後
、
朗
読
に
つ
い

て
の
疑
問
が
尽
き
ず
、

て
の
疑
問
が
尽
き
ず
、
5050
歳

を
前
に
し
て
朗
読
を
研
究
す

を
前
に
し
て
朗
読
を
研
究
す

る
こ
と
を
決
断
し
、
早
稲
田

る
こ
と
を
決
断
し
、
早
稲
田

大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究

大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究

科
に
入
学
。
朗
読
研
究
の
博

科
に
入
学
。
朗
読
研
究
の
博

士
論
文
を
仕
上
げ
た
。
本
著

士
論
文
を
仕
上
げ
た
。
本
著

は
そ
の
論
文
に
加
筆
し
、
編

は
そ
の
論
文
に
加
筆
し
、
編

集
し
た
も
の
。

集
し
た
も
の
。

　

４
２
１
２
円
、
成
文
社
刊

　

４
２
１
２
円
、
成
文
社
刊

☎
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・
３
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・
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２
０
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・
３
２
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・
９
２
０
１

　

鎌
倉
市
岡
本
在
住
の
平
井

　

鎌
倉
市
岡
本
在
住
の
平
井

嵩
さ
ん
が
３
作
目
の
著
書

嵩
さ
ん
が
３
作
目
の
著
書

『
日
本
は
近
代
思
想
を
や
り

『
日
本
は
近
代
思
想
を
や
り

直
せ
』
を
出
版
し
た
。

直
せ
』
を
出
版
し
た
。

　

平
井
さ
ん
は
新
聞
『
鎌
倉

　

平
井
さ
ん
は
新
聞
『
鎌
倉

評
論
』を
発
行
し
、市
民
の
目

評
論
』を
発
行
し
、市
民
の
目

線
か
ら
市
や
県
の
行
政
、
議

線
か
ら
市
や
県
の
行
政
、
議

会
の
動
向
を
解
説
し
、
市
民

会
の
動
向
を
解
説
し
、
市
民

に
地
方
政
治
に
つ
い
て
考
え

に
地
方
政
治
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

著
書
で
は
、
日
本
の
近
代

　

著
書
で
は
、
日
本
の
近
代

思
想
全
般
を
評
論
し
、
世
界

思
想
全
般
を
評
論
し
、
世
界

が
混
迷
し
、
時
代
が
転
換
し

が
混
迷
し
、
時
代
が
転
換
し

よ
う
と
す
る
今
日
、
日
本
は

よ
う
と
す
る
今
日
、
日
本
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
他
国
追

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
他
国
追

随
型
の
思
考
を
反
省
し
、
独

随
型
の
思
考
を
反
省
し
、
独

自
の
思
想
を
形
成
し
な
け
れ

自
の
思
想
を
形
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

ば
な
ら
な
い
と
説
く
。

　

平
井
さ
ん
は
「
そ
の
た
め

　

平
井
さ
ん
は
「
そ
の
た
め

に
鎌
倉
を
新
し
い
知
の
発
信

に
鎌
倉
を
新
し
い
知
の
発
信

地
に
し
た
い
」
と
話
す
。
１

地
に
し
た
い
」
と
話
す
。
１

７
２
８
円
、図
書
新
聞
刊
☎

７
２
８
円
、図
書
新
聞
刊
☎

0303
・
３
２
３
４
・
３
４
７
１

・
３
２
３
４
・
３
４
７
１

　

―
そ
も
そ
も
「
鎌
倉
ア
カ

―
そ
も
そ
も
「
鎌
倉
ア
カ

デ
ミ
ア
」
と
は
。

デ
ミ
ア
」
と
は
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
こ
れ

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
ど
う
生
き
て
ゆ
こ
う
か

か
ら
ど
う
生
き
て
ゆ
こ
う
か

と
い
う
若
い
人
た
ち
が
い

と
い
う
若
い
人
た
ち
が
い

た
。
一
方
で
、
知
識
人
、
大

た
。
一
方
で
、
知
識
人
、
大

学
の
先
生
方
や
戦
時
中
に
は

学
の
先
生
方
や
戦
時
中
に
は

自
由
に
も
の
が
言
え
な
か
っ

自
由
に
も
の
が
言
え
な
か
っ

た
優
秀
な
先
生
方
が
幸
運
な

た
優
秀
な
先
生
方
が
幸
運
な

出
会
い
の
場
を
持
っ
た
と
い

出
会
い
の
場
を
持
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
出

う
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
出

会
っ
た
場
所
が
鎌
倉
の
、
海

会
っ
た
場
所
が
鎌
倉
の
、
海

辺
の
お
寺
だ
っ
た
。

辺
の
お
寺
だ
っ
た
。

　

先
生
方
の
顔
ぶ
れ
は
、

　

先
生
方
の
顔
ぶ
れ
は
、

三さ
い
ぐ
さ
ひ
ろ
と

さ
い
ぐ
さ
ひ
ろ
と

枝
博
音

枝
博
音
（
哲
学
者
、
科
学

（
哲
学
者
、
科
学

史
家
）、菅
井
準
一（
自
然
科

史
家
）、菅
井
準
一（
自
然
科

学
史
）、林
達
夫
（
評
論
家
）、

学
史
）、林
達
夫
（
評
論
家
）、

中
村
光
夫（
劇
作
家
、小
説

中
村
光
夫（
劇
作
家
、小
説

家
）、高
見
順
（
小
説
家
、
詩

家
）、高
見
順
（
小
説
家
、
詩

人
）、村
山
知
義（
劇
作
家
、演

人
）、村
山
知
義（
劇
作
家
、演

出
家
）、吉
野
秀
雄（
歌
人
）、

出
家
）、吉
野
秀
雄（
歌
人
）、

三
上
次
男
（
考
古
学
者
）、服

三
上
次
男
（
考
古
学
者
）、服

部
之
總
（
歴
史
学
者
）、宇

部
之
總
（
歴
史
学
者
）、宇

野
重
吉（
俳
優
、演
出
家
）、

野
重
吉（
俳
優
、演
出
家
）、

野
田
高
梧
（
映

野
田
高
梧
（
映

画
脚
本
家
）、久

画
脚
本
家
）、久

板
栄
二
郎
（
劇

板
栄
二
郎
（
劇

作
家
）
と
今
も

作
家
）
と
今
も

そ
の
名
が
語
り

そ
の
名
が
語
り

継
が
れ
て
い
る

継
が
れ
て
い
る

よ
う
な
方
々
が

よ
う
な
方
々
が

揃
っ
て
い
ま
し

揃
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
こ

た
。
そ
し
て
こ

の
学
校
に
在
籍

の
学
校
に
在
籍

し
た
学
生
に
は

し
た
学
生
に
は

小
説
家
山
口
瞳

小
説
家
山
口
瞳

や
作
曲
家
い
ず

や
作
曲
家
い
ず

み
た
く
、
放
送
作
家
・
司
会

み
た
く
、
放
送
作
家
・
司
会

の
前
田
武
彦
を
は
じ
め
戦
後

の
前
田
武
彦
を
は
じ
め
戦
後

日
本
で
活
躍
し
た
人
た
ち
が

日
本
で
活
躍
し
た
人
た
ち
が

大
勢
い
ま
し
た
。
両
者
の
出

大
勢
い
ま
し
た
。
両
者
の
出

会
い
の
場
を
作
っ
た
の
が
鎌

会
い
の
場
を
作
っ
た
の
が
鎌

倉
ア
カ
デ
ミ
ア
で
し
た
。

倉
ア
カ
デ
ミ
ア
で
し
た
。

　

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

別
荘
地
と
し
て
発
展
し
た

　

別
荘
地
と
し
て
発
展
し
た

鎌
倉
に
は
広
い
視
野
で
物
を

鎌
倉
に
は
広
い
視
野
で
物
を

考
え
る
知
識
人
が
多
く
住
ん

考
え
る
知
識
人
が
多
く
住
ん

で
い
ま
し
た
。
鎌
倉
文
士
と

で
い
ま
し
た
。
鎌
倉
文
士
と

い
う
呼
称
が
あ
る
よ
う
に
文

い
う
呼
称
が
あ
る
よ
う
に
文

人
も
多
く
住
ん
で
い
ま
し
た

人
も
多
く
住
ん
で
い
ま
し
た

が
経
済
人
も
多
く
住
み
「
鎌

が
経
済
人
も
多
く
住
み
「
鎌

倉
同
人
会
」
な
ど
の
集
い
語

倉
同
人
会
」
な
ど
の
集
い
語

ら
う
場
も
戦
前
か
ら
あ
り
ま

ら
う
場
も
戦
前
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
か

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
か

ら
、
大
学
を
つ
く
ろ
う
と
い

ら
、
大
学
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
と
て
つ
も
な
い
話
が
盛
り

う
と
て
つ
も
な
い
話
が
盛
り

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鎌
倉
は
、
第
二
次
大
戦
で

　

鎌
倉
は
、
第
二
次
大
戦
で

の
空
襲
の
被
害
が
な
く
、
街

の
空
襲
の
被
害
が
な
く
、
街

の
前
面
に
は
海
が
あ
り
、
緑

の
前
面
に
は
海
が
あ
り
、
緑

　

日
に
ち　

　

日
に
ち　

６
月
４
日

６
月
４
日

　

場　

所　

　

場　

所　

材
木
座
光
明
寺

材
木
座
光
明
寺

　

▼
午
前

▼
午
前
1010
時
〜
時
〜　

書
院
書
院

＊
ゆ
か
り
の
方
々
よ
り
ご
挨

＊
ゆ
か
り
の
方
々
よ
り
ご
挨

拶＊
講
演
と
座
談
会
「
学
び
の

＊
講
演
と
座
談
会
「
学
び
の

原
点
を
た
ず
ね
て
―
鎌
倉
ア

原
点
を
た
ず
ね
て
―
鎌
倉
ア

カ
デ
ミ
ア
」

カ
デ
ミ
ア
」

　

寺
崎
昌
男
氏（
教
育
学
者
）

　

寺
崎
昌
男
氏（
教
育
学
者
）

／
山
嵜
雅
子
氏（
立
教
大
学
）

／
山
嵜
雅
子
氏（
立
教
大
学
）

／
渕
上
皓
一
朗
氏（
岩
波
書

／
渕
上
皓
一
朗
氏（
岩
波
書

店
）
店
）

＊
思
い
出
の
授
業
を
再
現

＊
思
い
出
の
授
業
を
再
現

「
演
劇
科
教
授　

青
江
舜
二

「
演
劇
科
教
授　

青
江
舜
二

郎
先
生
」
若
林
一
郎
氏
（
演

郎
先
生
」
若
林
一
郎
氏
（
演

劇
科
２
期
生
／
劇
作
家
）

劇
科
２
期
生
／
劇
作
家
）

「
考
古
学
者
三
上
次
男
先

「
考
古
学
者
三
上
次
男
先

生
」
服
部
博
明
氏
（
文
学
科

生
」
服
部
博
明
氏
（
文
学
科

１
期
生
）
佐
々
木
達
夫
氏

１
期
生
）
佐
々
木
達
夫
氏

（
三
上
先
生
私
塾
白
水
会
会

（
三
上
先
生
私
塾
白
水
会
会

員
／
考
古
学
者
）

員
／
考
古
学
者
）

＊
座
談
会
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

＊
座
談
会
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
か
ら
未
来
の
学
び
の
種
を

ア
か
ら
未
来
の
学
び
の
種
を

撒
く
」
ル
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

撒
く
」
ル
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

（
有
志
）
／
企
画
制
作
団
体

（
有
志
）
／
企
画
制
作
団
体

ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｅ
ｌ
ｅ
ｏ
ｎ
／
吉

ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｅ
ｌ
ｅ
ｏ
ｎ
／
吉

野
家
ほ
か

野
家
ほ
か

　

▼

　

▼
午
後
２
時
〜　

本
堂

午
後
２
時
〜　

本
堂

＊
法
要　

声
明
念
仏

＊
法
要　

声
明
念
仏

＊
人
形
劇
団
「
ひ
と
み
座
」

＊
人
形
劇
団
「
ひ
と
み
座
」

公
演
公
演    

★
シ
ロ
ー
お
じ
さ
ん

★
シ
ロ
ー
お
じ
さ
ん

の
ひ
と
り
芝
居
「
花
咲
か
じ

の
ひ
と
り
芝
居
「
花
咲
か
じ

い
さ
ん
」
★
く
る
し
ま
た
け

い
さ
ん
」
★
く
る
し
ま
た
け

ひ
こ
人
形
劇
場
「
ト
ラ
の
子

ひ
こ
人
形
劇
場
「
ト
ラ
の
子

ウ
ー
ち
ゃ
ん
」

ウ
ー
ち
ゃ
ん
」

＊
朗
読

＊
朗
読

＊
コ
ー
ラ
ス　

鎌
倉
市
民
混

＊
コ
ー
ラ
ス　

鎌
倉
市
民
混

声
合
唱
団　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

声
合
唱
団　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
学
生
歌
ほ
か　

ア
学
生
歌
ほ
か　

　

▼
展
示　

午
前

▼
展
示　

午
前
1010
時
〜
午

時
〜
午

後
５
時

後
５
時
3030
分　

開
山
堂

分　

開
山
堂

＊
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
回
想
展

＊
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
回
想
展

＆
劇
団
ひ
と
み
座
人
形
作
家

＆
劇
団
ひ
と
み
座
人
形
作
家

片
岡
昌
作
品
展
示

片
岡
昌
作
品
展
示

　

７
月

　

７
月
1010
日
ま
で
鎌
倉
文
学

日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。
ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
者
の

館
。
ア
カ
デ
ミ
ア
関
係
者
の

ノ
ー
ト
や
発
行
雑
誌
、
書
籍

ノ
ー
ト
や
発
行
雑
誌
、
書
籍

を
展
示
。

を
展
示
。

　

「
か
つ
て
熱
い
時
代
が
あ

　

「
か
つ
て
熱
い
時
代
が
あ

っ
た
こ
と
、
新
し
い
時
代
を

っ
た
こ
と
、
新
し
い
時
代
を

創
っ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
熱
意

創
っ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
熱
意

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
（
小

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
（
小

田
島
一
弘
副
館
長
）
。

田
島
一
弘
副
館
長
）
。

　

か
つ
て
鎌
倉
に
は
、
民
主
国
家
日
本
を
体
現
す
る
よ
う
な
大
学
校
が

　

か
つ
て
鎌
倉
に
は
、
民
主
国
家
日
本
を
体
現
す
る
よ
う
な
大
学
校
が

あ
っ
た
。
そ
の
〝
寺
子
屋
大
学
〞
は
戦
後
間
も
な
い
日
本
に
突
然
現

あ
っ
た
。
そ
の
〝
寺
子
屋
大
学
〞
は
戦
後
間
も
な
い
日
本
に
突
然
現

れ
、
貴
重
な
人
的
遺
産
を
残
し
て
、
わ
ず
か
４
年
半
で
姿
を
消
し
た
。

れ
、
貴
重
な
人
的
遺
産
を
残
し
て
、
わ
ず
か
４
年
半
で
姿
を
消
し
た
。

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
7070
周
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
委
員
の
平
田
恵
美

周
年
記
念
祭
実
行
委
員
会
委
員
の
平
田
恵
美

さ
ん
（
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
近
代
史
資
料
室
勤
務
）
に
う
か
が
っ
た
。

さ
ん
（
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
近
代
史
資
料
室
勤
務
）
に
う
か
が
っ
た
。

も
豊
か
で
、
人
材
に
も
恵
ま

も
豊
か
で
、
人
材
に
も
恵
ま

れ
た
場
所
で
し
た
。

れ
た
場
所
で
し
た
。

　

大
学
創
立
を
伝
え
る
新
聞

　

大
学
創
立
を
伝
え
る
新
聞

の
記
事
に
は

の
記
事
に
は

　

ア
メ
リ
カ
式
男
女
共
學
の

ア
メ
リ
カ
式
男
女
共
學
の

大
學
が
鎌
倉
に
で
き
る
。
名

大
學
が
鎌
倉
に
で
き
る
。
名

も「
鎌
倉
大
學
」と
呼
稱
し

も「
鎌
倉
大
學
」と
呼
稱
し

産
業
科
、文
學
科
、

産
業
科
、文
學
科
、

演
劇
科
の
三
科
を

演
劇
科
の
三
科
を

置
き
、
本
科
五
年

置
き
、
本
科
五
年

制
、
専
門
部
三
年

制
、
専
門
部
三
年

制
で
あ
る
。
鎌
倉

制
で
あ
る
。
鎌
倉

山
夕
日
ケ
丘
に
校

山
夕
日
ケ
丘
に
校

舎
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
材
木

舎
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
材
木

座
光
明
寺
地
内
の
假
校
舎
で

座
光
明
寺
地
内
の
假
校
舎
で

授
業
を
開
始
す
る
が
入
學
申

授
業
を
開
始
す
る
が
入
學
申

込
は
四
月
十
五
日
ま
で
―

込
は
四
月
十
五
日
ま
で
―

（
昭
和

（
昭
和
2121
年
３
月

年
３
月
1717
日
付
神

日
付
神

奈
川
新
聞
）
と
あ
り
ま
す
。

奈
川
新
聞
）
と
あ
り
ま
す
。

　

１
９
４
６
年
（
昭
和

　

１
９
４
６
年
（
昭
和
2121
）

５
月
６
日
に
、
大
学
は
開
校

５
月
６
日
に
、
大
学
は
開
校

し
ま
し
た
。
し
か
し
同
年
４

し
ま
し
た
。
し
か
し
同
年
４

月
1818
日
付
の
神
奈
川
県
公
報

日
付
の
神
奈
川
県
公
報

に
は
に
は
「
私
立
鎌
倉
大
學
校
ヲ

「
私
立
鎌
倉
大
學
校
ヲ

設
置
ス
ル
ノ
件
昭
和
二
十
一

設
置
ス
ル
ノ
件
昭
和
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
認
可
セ

年
三
月
三
十
一
日
認
可
セ

リ
」
リ
」
と
あ
り
ま
す
。
大
学
で

と
あ
り
ま
す
。
大
学
で

は
な
く
大
学
校
で
し
た
。

は
な
く
大
学
校
で
し
た
。

　

―
学
生
数
は
。

―
学
生
数
は
。

　

開
校
時
の
学
生
数
は
、
産

　

開
校
時
の
学
生
数
は
、
産

業
科
が
１
０
５
人
、
演
劇
科

業
科
が
１
０
５
人
、
演
劇
科

が
７
５
人
、
文
学
科
が
１
２

が
７
５
人
、
文
学
科
が
１
２

８
人
で
す
。
映
画
科
は
開
設

８
人
で
す
。
映
画
科
は
開
設

時
１
３
５
人
で
し
た
。

時
１
３
５
人
で
し
た
。

　

―
映
画
科
は
後
に
創
設
さ

―
映
画
科
は
後
に
創
設
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
。

れ
た
よ
う
で
す
が
。

　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
は
開
校

　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
は
開
校

３
年
目
に
大
船
に
移
転
し
て

３
年
目
に
大
船
に
移
転
し
て

い
ま
す
。移
転
を
機
に「
映
画

い
ま
す
。移
転
を
機
に「
映
画

科
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た

科
」が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
人
気
が
あ
っ
た
映
画
に

当
時
人
気
が
あ
っ
た
映
画
に

関
す
る
学
科
を
つ
く
っ
た
ら

関
す
る
学
科
を
つ
く
っ
た
ら

学
生
が
増
え
る
の
で
は
、
と

学
生
が
増
え
る
の
で
は
、
と

考
え
た
か
と
思
い
ま
す
。
松

考
え
た
か
と
思
い
ま
す
。
松

竹
大
船
撮
影
所
が
近
く
に
あ

竹
大
船
撮
影
所
が
近
く
に
あ

り
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

り
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

っ
た
の
で
は
。
映
画
科
長
を

っ
た
の
で
は
。
映
画
科
長
を

務
め
た
重
宗
和
伸
さ
ん（
映

務
め
た
重
宗
和
伸
さ
ん（
映

画
監
督
）は
戦
前
か
ら
映
画

画
監
督
）は
戦
前
か
ら
映
画

を
撮
っ
て
い
た
人
で
す
し
、

を
撮
っ
て
い
た
人
で
す
し
、

女
優
原
節
子
さ
ん
の
出
演
で

女
優
原
節
子
さ
ん
の
出
演
で

数
々
の
名
作
を
残
し
た
小
津

数
々
の
名
作
を
残
し
た
小
津

映
画
の
脚
本
を
担
当
し
た
野

映
画
の
脚
本
を
担
当
し
た
野

　

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
お

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
お

寺
に
間
借
り
を
。

寺
に
間
借
り
を
。

　

大
学
を
つ
く
ろ
う
と
話
し

　

大
学
を
つ
く
ろ
う
と
話
し

合
い
を
さ
れ
て
い
た
人
の
中

合
い
を
さ
れ
て
い
た
人
の
中

に
は
長
谷
寺
や
本
覚
寺
な
ど

に
は
長
谷
寺
や
本
覚
寺
な
ど

寺
院
の
関
係
者
も
い
ま
し

寺
院
の
関
係
者
も
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
材
木

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
材
木

座
の
光
明
寺
を
貸
し
て
も
ら

座
の
光
明
寺
を
貸
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
に
本
堂
左
手
の

　

主
に
本
堂
左
手
の

開
山
堂
を
間
仕
切
り

開
山
堂
を
間
仕
切
り

し
て
教
室
と
し
、
一

し
て
教
室
と
し
、
一

部
の
授
業
は
本
堂
で

部
の
授
業
は
本
堂
で

行
っ
て
い
た
よ
う
で

行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
と
こ
ろ
が
開
校

す
。
と
こ
ろ
が
開
校

２
年
目
に
寺
院
の
目

２
年
目
に
寺
院
の
目

的
外
使
用
が
法
に
触

的
外
使
用
が
法
に
触

れ
る
こ
と
か
ら
移
転

れ
る
こ
と
か
ら
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
４
８
年
（
昭
和

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
2323
）

４
月
に
横
浜
市
戸
塚
区
小
菅

４
月
に
横
浜
市
戸
塚
区
小
菅

ヶ
谷
の
海
軍
燃
料
廠
跡（
現

ヶ
谷
の
海
軍
燃
料
廠
跡（
現

栄
区
役
所
敷
地
）に
移
転
し

栄
区
役
所
敷
地
）に
移
転
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

―
校
名
の
変
遷
は
。

―
校
名
の
変
遷
は
。

　

開
校
時
に
は
当
然
大
学
の

　

開
校
時
に
は
当
然
大
学
の

用
件
を
充
た
し
て
い
な
か
っ

用
件
を
充
た
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
正
式
に
は「
大
学

た
の
で
、
正
式
に
は「
大
学

校
」で
し
た
。
し
か
も
大
船

校
」で
し
た
。
し
か
も
大
船

校
舎
移
転
時
に
も
用
件
を
充

校
舎
移
転
時
に
も
用
件
を
充

た
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

た
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」と
改

「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」と
改

名
し
ま
し
た
。三
枝
校
長
の

名
し
ま
し
た
。三
枝
校
長
の

研
究
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
「
学

研
究
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
「
学

園
ア
カ
デ
メ
イ
ア
」に
因
ん

園
ア
カ
デ
メ
イ
ア
」に
因
ん

で
命
名
し
た
そ
う
で
す
。

で
命
名
し
た
そ
う
で
す
。

　

―
学
内
の
雰
囲
気
は
。

―
学
内
の
雰
囲
気
は
。

　

先
生
と
生
徒
が
す
ご
く
親

　

先
生
と
生
徒
が
す
ご
く
親

密
な
関
係
で
し
た
。
先
生
の

密
な
関
係
で
し
た
。
先
生
の

家
ま
で
押
し
か

家
ま
で
押
し
か

け
て
話
を
聞
い

け
て
話
を
聞
い

た
り
、
先
生
側
も
ま
だ
食
べ

た
り
、
先
生
側
も
ま
だ
食
べ

物
が
十
分
で
な
い
時
代
に
も

物
が
十
分
で
な
い
時
代
に
も

か
か
わ
ら
ず
奥
さ
ん
が
食
べ

か
か
わ
ら
ず
奥
さ
ん
が
食
べ

物
を
出
し
て
く
れ
た
り
し
た

物
を
出
し
て
く
れ
た
り
し
た

そ
う
で
す
。

そ
う
で
す
。

　

優
秀
で
個
性
的
な
生
徒
が

　

優
秀
で
個
性
的
な
生
徒
が

多
く
、
先
生
の
教
え
る
意
欲

多
く
、
先
生
の
教
え
る
意
欲

も
高
ま
り
、
先
生
同
士
も
刺

も
高
ま
り
、
先
生
同
士
も
刺

激
し
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

し
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

―
ど
う
し
て
わ
ず
か
４
年

―
ど
う
し
て
わ
ず
か
４
年

で
閉
校
に
。

で
閉
校
に
。

　

不
況
の
時
期
と
重
な
り
、

　

不
況
の
時
期
と
重
な
り
、

学
校
経
営
の
行
き
詰
ま
り
だ

学
校
経
営
の
行
き
詰
ま
り
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
開
校
し

っ
た
と
思
い
ま
す
。
開
校
し

た
年
の
秋
か
ら
校
長
を
務
め

た
年
の
秋
か
ら
校
長
を
務
め

て
い
た
三
枝
先
生
は
多
方
面

て
い
た
三
枝
先
生
は
多
方
面

に
経
済
的
支
援
を
働
き
か
け

に
経
済
的
支
援
を
働
き
か
け

ま
し
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ア
は

ま
し
た
が
、
ア
カ
デ
ミ
ア
は

「
赤
い
」
と
い
う
風
評
か
ら

「
赤
い
」
と
い
う
風
評
か
ら

か
皆
さ
ん
お
金
を
出
す
こ
と

か
皆
さ
ん
お
金
を
出
す
こ
と

に
二
の
足
を
踏
ん
だ
よ
う
で

に
二
の
足
を
踏
ん
だ
よ
う
で

す
。
す
。

　

１
９
５
０
年
（
昭
和

　

１
９
５
０
年
（
昭
和
2525
）

９
月
９
月
1010
日
閉
校
し
ま
し
た
。

日
閉
校
し
ま
し
た
。

　

先
生
方
は
学
生
の
行
く
末

　

先
生
方
は
学
生
の
行
く
末

を
考
え
て
転
校
の
面
倒
を
き

を
考
え
て
転
校
の
面
倒
を
き

ち
ん
と
見
ま
し
た
し
、
卒
業

ち
ん
と
見
ま
し
た
し
、
卒
業

間
近
の
人
に
は
証
書
を
発
行

間
近
の
人
に
は
証
書
を
発
行

し
ま
し
た
。
在
籍
し
た
人
た

し
ま
し
た
。
在
籍
し
た
人
た

ち
は
、
先
生
に
大
事
に
さ
れ

ち
は
、
先
生
に
大
事
に
さ
れ

た
と
い
う
実
感
を
強
く
持
っ

た
と
い
う
実
感
を
強
く
持
っ

て
い
ま
す
。
わ
ず
か
４
年
半

て
い
ま
す
。
わ
ず
か
４
年
半

し
か
な
か
っ
た
学
校
に
在
籍

し
か
な
か
っ
た
学
校
に
在
籍

し
た
こ
と
を
隠
さ
ず
語
る
人

し
た
こ
と
を
隠
さ
ず
語
る
人

々
の
学
校
に
対
す
る
誇
り

々
の
学
校
に
対
す
る
誇
り

は
、
充
分
理
解
で
き
ま
す
。

は
、
充
分
理
解
で
き
ま
す
。

　

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
中
央
図
書
館

鎌
倉
市
中
央
図
書
館

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2525
・
２
６
１
１

・
２
６
１
１

田
高
梧
さ
ん
が
教
壇
に
立
ち

田
高
梧
さ
ん
が
教
壇
に
立
ち

ま
し
た
。
著
名
な
教
授
陣
に

ま
し
た
。
著
名
な
教
授
陣
に

魅
か
れ
て
入
学
し
た
生
徒
も

魅
か
れ
て
入
学
し
た
生
徒
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
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シローおじさんシローおじさん

【
展
示
ミ
ニ
特
集
】

【
展
示
ミ
ニ
特
集
】

原　

良
枝　

著

原　

良
枝　

著

平
井　
嵩　

著

平
井　
嵩　

著

向
田　

智
也　

著

向
田　

智
也　

著

創
立
創
立
7070
周
年
周
年

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

鎌
倉
大
學
創
立

鎌
倉
大
學
創
立

男
女
共
學
で
ゆ
く

男
女
共
學
で
ゆ
く

―
音
声
読
書

―
音
声
読
書

と
し
て
の
朗
読

と
し
て
の
朗
読
』

『
声
の
文
化
史

『
声
の
文
化
史

『
日
本
は
近
代
思
想
を

『
日
本
は
近
代
思
想
を

や
り
直
せ
』

や
り
直
せ
』

『
畑
の
一
年
』

『
畑
の
一
年
』

8686

緑
内
障
検
診
の
す
す
め

日
本
眼
科
学
会
認
定
眼
科
専
門
医

日
本
眼
科
学
会
認
定
眼
科
専
門
医

福
田　

匠

福
田　

匠

鎌倉アカデミア70周年

記念祭で思い出語る

服
はっ

部
とり

博
ひろ

明
あき

さん

笹
目
ケ
谷
・
星
野
天
知
旧
居

笹
目
ケ
谷
・
星
野
天
知
旧
居

25

島
本　

千
也

島
本　

千
也

「
本
気
」
を
積
み
重
ね
る
―

「
本
気
」
を
積
み
重
ね
る
―

み
ん
な
で
朗
読

み
ん
な
で
朗
読
1010
周
年
記
念
特
別
朗
読
会

周
年
記
念
特
別
朗
読
会

2525

小
木
曽 

駿

☆
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会

☆
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会 

通
信
通
信

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉
を
梁
山
泊
に
！

3838

心
の
栞
…
い
い
言
葉
と
の
出
会
い

新 

刊 

書

戦
後
の
日
本
を
象
徴
す
る
学
び
舎
が

戦
後
の
日
本
を
象
徴
す
る
学
び
舎
が

鎌
倉
に
あ
っ
た

鎌
倉
に
あ
っ
た　

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

一
流
の
先
生
と
生
徒
が
奇
跡
の
出
会
い
を

一
流
の
先
生
と
生
徒
が
奇
跡
の
出
会
い
を

光
明
寺
の
寺
房
を
仮
学
舎
に

光
明
寺
の
寺
房
を
仮
学
舎
に

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立

鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
7070
周
年
記
念
祭

周
年
記
念
祭

朝日新聞の購読料は朝日新聞の購読料は
口座振替で口座振替で
・手数料は一切不要・手数料は一切不要
・手続き簡単・手続き簡単

ＡＳＡＡＳＡ

詳しくは最寄りの詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せをＡＳＡへお問合せを
・専業従業員・専業従業員
・婦人パート・婦人パート
・学生アルバイト・学生アルバイト

従業員募集従業員募集
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